
平成１５年度第１回総合評価諮問会議リサーチ・アドバイザー部会の評価結果等 
 
１ 外部評価結果 
  労働政策研究・研修機構における調査研究成果物については、事前に１つの評価対象研究成

果物につき２名の外部評価者（うち１人以上はリサーチ・アドバイザー部会の委員）が作成し

た評価票に基づき、リサーチ・アドバイザー部会において議論し、評価を決定している。 
平成１６年３月１１日に開催した平成１５年度第１回リサーチ・アドバイザー部会において

は、機構発足（平成１５年１０月）から平成１６年３月までに取りまとめられた３点の調査研

究成果物について議論され、以下のとおり評価が決定した。 
Ｓ（最優秀） Ａ（優秀） Ｂ（普通） Ｃ（要努力） Ｄ（不足） 計 
０ ３ ０ ０ ０ ３ 

 
２ 調査研究への反映 
 各評価対象研究成果物につき２名の外部評価者から出された評価票に対して、研究担当者は

文書でリプライを作成・回答し、今後の調査研究活動に反映することとしている。特に、今後

も実施予定の調査研究テーマについては、リサーチ・アドバイザー部会での意見等も踏まえ、

平成１６年度の各調査研究の計画を作成しているところである。 
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